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• 研究データ共有の広がり
• 国、分野を越えた科学的コミュニケーションの促進
• 研究成果の透明性、再現性の担保

国、助成機関の動向
• 研究成果論文のエビデンスとなる研究データの原則公開

• 研究データを機関リポジトリを使って収載する方針
• 管理対象とした研究データへのメタデータ付与する方針

→エビデンスデータの公開方針を定めた機関の出現
Ref. オープンサイエンス促進に向けた研究成果の取り扱いに関するJST基本方針

Ref. 公的資金による研究データの管理・利活用に関する基本的な考え方

学術雑誌の動向
• 論文のエビデンスデータの公開推奨／義務化の進展

• データ公開ポリシーを採用するジャーナルの増加
ー実際にリポジトリで公開している例は、全体のほんの一部
ーエビデンスデータの公開は論文の被引用数に正の影響

→研究者の間でエビデンスデータの公開が浸透しつつある

エビデンスデータの公開
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• いくつかの機関リポジトリでは、研究データの登録サ
ポートを行っている
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機関リポジトリによる公開

名古屋大学学術機関リポジトリ
https://nagoya.repo.nii.ac.jp/page/data

京都大学学術情報リポジトリ「KURENAI」
https://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/researchdata/1395273



• 研究者の間でエビデンスデータの公開が浸透しつつある
• 研究者の公開理由の4割以上は「論文投稿のため」
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エビデンスデータの公開
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研究データの公開理由（複数回答）

池内有為・林和弘「研究データ公開と論文のオープンアクセスに関する実態調査2020」, NISTEP RESEARCH MATERIAL, No. 316, 
文部科学省科学技術・学術政策研究所.DOI: https://doi.org/10.15108/rm316
池内有為, 林和弘「論文のオープンアクセスとプレプリントに関する実態調査2022：オープンサイエンスにおける日本の現状」, 
NISTEP RESEARCH MATERIAL, No. 327, 文部科学省科学技術・学術政策研究所.DOI: https://doi.org/10.15108/rm327 から作成

https://doi.org/10.15108/rm327
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エビデンスデータの公開事例

Atmospheric Chemistry and Physics誌
掲載論文
(https://acp.copernicus.org/articles/20/11941/2
020/acp-20-11941-2020-assets.html)

名古屋大学学術機関リポジト
リに掲載されたデータセット
(http://hdl.handle.net/2237/
00032615)

Data Availability statement（DAS）の記述
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エビデンスデータの公開判断

・エビデンスデータをリポジトリで公開するかどうかは、
ジャーナルのデータポリシーを元に判断する
→基本は研究者が判断、機関がサポート

Ref: “研究データの公開・利用条件表示ガイドライン”. 研究データ利活用協議
会 （ RDUF ） 研 究 デ ー タ ラ イ セ ン ス 小 委 員 会 , 2020, 32p.
https://doi.org/10.11502/rduf_license_guideline
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エビデンスデータの公開判断

Ref: “研究データの公開・利用条件表示ガイドライン”. 研究データ利活用協議
会 （ RDUF ） 研 究 デ ー タ ラ イ セ ン ス 小 委 員 会 , 2020, 32p.
https://doi.org/10.11502/rduf_license_guideline

権利関係の確認
・DASに非公開理

由を記述
・制限付き公開

いつ登録/公開？
・論文投稿時

ー査読者アクセス
ー公開

・論文校正時
ーURLの確定

・論文公開後
ー付随データ公開

リポジトリの選択
・ジャーナルの

推奨リポジトリ
・分野リポジトリ
・機関リポジトリ

利用条件の選択
・オープンライセンス

による提供を推奨

何を公開？
・どのデータが公開
義務なのか
・公開データの種類
（フォーマット）

公開のフォーマット
・データの品質に関わ
るメタデータ情報の提
供（分析手法）
・永続識別子の指定

・エビデンスデータをリポジトリで公開するかどうかは、
ジャーナルのデータポリシーを元に判断する
→基本は研究者が判断、機関がサポート



• ジャーナルが提示するリポジトリの条件
• 多くのジャーナルでは、分野リポジトリでの公開を推奨

→必ずしも機関リポジトリでの公開を妨げるものではない

• リポジトリによる長期保存やDOIの付与を必須条件にあげる
ジャーナルもある
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リポジトリの選択

Ref: Plos ”Recommended Repositories”
https://journals.plos.org/plosone/s/recommended repositories

• 機関リポジトリの運用・機能上制約
• データ容量の制約
• 査読者アクセス対応
• 制限付き公開対応

→機関リポジトリで公開できないエビデンスデータもある
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機関リポジトリの対応

北海道大学機関リポジトリでは、
業務フローを「いつ登録／公開するのか」によって変更

Ref: “研究データの公開・利用条件表示ガイドライン”. 研究データ利活用協議
会 （ RDUF ） 研 究 デ ー タ ラ イ セ ン ス 小 委 員 会 , 2020, 32p.
https://doi.org/10.11502/rduf_license_guideline

権利関係の確認
・DASに非公開理

由を記述
・制限付き公開

いつ登録/公開？
・論文投稿時

ー査読者アクセス
ー公開

・論文校正時
ーURLの確定

・論文公開後
ー付随データ公開

リポジトリの選択
・ジャーナルの

推奨リポジトリ
・分野リポジトリ
・機関リポジトリ

利用条件の選択
・オープンライセンス

による提供を推奨

何を公開？
・どのデータが公開
義務なのか
・公開データの種類
（フォーマット）

公開のフォーマット
・データの品質に関わ
るメタデータ情報の提
供（分析手法）
・永続識別子の指定



• 査読者アクセス対応
• 論文アクセプトの条件として、査読者とデータ共有が必要
• 一般公開ではなく、特定の相手にのみ公開したい
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機関リポジトリの対応（北海道大学）

Ref: 三上絢子「研究データ公開実践のための課題を探るー北海道
大学での実例を通じて」第３回SPARC Japanセミナー2020,2021.



• 校正時に公開先URLを確定する
• 論文アクセプトの条件として、根拠データのURLが必要

11

機関リポジトリの対応（北海道大学）

Ref: 三上絢子「研究データ公開実践のための課題を探るー北海道大
学での実例を通じて」第３回SPARC Japanセミナー2020,2021.



• 論文とともに、付随データを公開
• 既にデータと合わせて公開されている論文を機関リポジトリ

に公開する際に付随データを合わせて登録
• 研究者からの依頼があったケースと

図書館から登録依頼をし、研究者から承諾があったケースが
ある
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機関リポジトリの対応（北海道大学）

Ref: 三上絢子「研究データ公開実践のための課題を探るー北海道大
学での実例を通じて」第３回SPARC Japanセミナー2020,2021.



項目 入力者 内容

タイトル 研究者 [必須] データの名前

データ作成者 研究者 [必須] データの作成者

寄与者（連絡担当者） 研究者 [必須] 連絡担当者

権利情報 研究者 データの利用に関する権利情報やライセンス情報

主題 研究者 データの内容を表すキーワード

データの内容 研究者 データの抄録、その他の注記

時間的範囲 研究者 データの時間的範囲

位置情報 研究者 データの位置情報

関連情報 研究者 データに関連する論文情報等

助成情報 研究者 データ作成の際に受けた研究助成情報

アクセス権 機関 基本open access

出版社 機関 名古屋大学

DOI 機関 研究者からの要望があれば付与
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メタデータ対応（名古屋大学）

名古屋大学学術機関リポジトリ「研究データ登録申請書」を参考に作成
https://nagoya.repo.nii.ac.jp/widget/uploaded/data_form_20220810.xlsx/Root%20Index

名古屋大学学術機関リポジトリでは、研究者が提出した
「研究データ登録申請書」の情報をもとにJPCOARス
キーマに沿ったメタデータを作成。



• いくつかの機関で、機関リポジトリによるエビデンス
データの公開が行われている
• データ公開のフローを整備し、登録サポートを実施
• データを「いつ」公開するかによって業務フローが異なる

• 研究者が研究データの公開判断を行う運用を想定
• ジャーナルのデータポリシーを元に、どのリポジトリに登録

するのかを判断することになる
• メタデータは研究者が作成することが前提
→研究者主体の公開をシステム上でサポートする必要性

• エビデンスデータ公開支援のための機能
• DOIの付与
• 査読者アクセス機能
• 制限付き公開（制限公開）機能
→これらの機能について開発・運用実験中
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まとめ



• データの登録者が非公開状態のページから、シーク
レットURLをメールで送信する機能。
• シークレットURLは有効回数、有効期限を設定可能
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開発中の機能：査読者アクセス機能

査読者用アクセスだけではなく、
非公開、エンバーゴ状態のコンテンツに対して、
期限付きで特定の利用者にデータを共有するために活用できる。

メールによる
シークレットURL

通知



• 承認フローを経由したファイルDL機能

16

実験中の機能：制限公開機能

大阪商業大学がプライバシに関わるエビデンスデータを提供するために試験運用
・データを登録した研究者による承認への対応

リポジトリ管理
者による承認

メールによる
Temporary DL Link

通知JGSSデータダウンロードシステム
https://jgssdds.repo.nii.ac.jp/
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asaoka@nii.ac.jp

https://rcos.nii.ac.jp/

ご清聴ありがとうございました
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